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お知らせ

ぱれっと情報（広島県立生涯学習センターからのお知らせ）

　【トピックス】…前号（12/１）以降のＨＰ新着情報
　【情報提供】　…学習プログラムの紹介，視聴覚教材の利用等
リンク集

　【広島県教育委員会関連】…広島県教育委員会関連の今月の情報
　【広島県立施設】…広島県立施設等の今月のイチ押し情報等

　【文部科学省関連】…文部科学省関連の今月の情報
編集後記
· はじめに■
年頭挨拶

～今年も広島県立生涯学習センターは，

　　すべての社会教育関係者から頼りにされる存在として

　　　　　　　　　　　　　　　　成長することを目指します～

『もしドラ』現象　　

　『もしドラ』現象をご存知でしょうか?

『もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの『マネジメント』を読んだら』（岩崎夏海著　ダイヤモンド社）と題する青春小説がミリオンセラーになり，平成22年ベストセラー第１位（TOHAN調べ）となりました。

高校野球の女子マネージャーがたまたまピーター・F・ドラッカーの名著『マネジメント』に出会い，そこからのヒントを生かして甲子園を目指すという物語で，売れ行きは電子版を含め200万部を突破，NHKがアニメ化し３月14日から連続10話放映が決定されました。

　『もしドラ』現象により，原著『マネジメント[エッセンシャル版]』（ダイヤモンド社）もベストセラーになっています。

　『もしドラ』の主人公川島みなみは，高校野球部という組織をマネジメントし甲子園を目指しました。私たちは「組織」｢マネジメント｣から企業や行政機関を想起しますが，ドラッカーは彼の最後の講義で次のように語っています。

　『歴史的には，組織に二つの潮流があります。政府が運営する行政機関と民間が運営する企業です。ところが，そのどちらにも属さない「コミュニティ組織」もあり，じつはあらゆる組織の７割か８割を占めるほど広範な存在です。…』（週刊ダイヤモンド通巻4354号P31）

　この講義の中で具体的実例として，ドラッカーはガールスカウトの経営再建についてふれています。私たちが所管する社会教育関係団体も「組織」の一つであり，地域社会にも共有の目標を持った組織が多数存在します。その組織を支えるのは「人」です。ドラッカーは「人こそ最大の資産」とし，人材の有効な活用が組織運営を左右することを指摘しています。

　私たち社会教育関係職員は，自身も社会教育行政機関という組織において活動しますが，地域の様々な組織に属する人々の学びを促進する立場にあります。

地域の人々を「地域最大の資産」にするマネジメントの一端を生涯学習・社会教育は担っているのではないでしょうか。そういう観点で『もしドラ』現象に触れてみると新しい発見があると思います。

　所長　新田　憲章　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■お知らせ■
★広島県立生涯学習センター研修案内
当センターでは，市町の職員やボランティア，コーディネーターを対象とする様々な研修を実施しています。
また，家庭教育支援，地域づくりなどの地域課題に対応したテーマで市町が実施する研修を，企画段階から支援します。
研修に役立つ教材の作成や指導者・支援者向けの情報のホームページへの掲載も行っています。是非，御活用ください。
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/jigyou/center%20katudou%20naiyou22d.htm#3
■ぱれっと情報■
【トピックス】…前号（12/１）以降のＨＰ新着情報

★平成22年度「『親の力』をまなびあう学習プログラム」講座の様子を紹介します。
　「『親の力』をまなびあう学習プログラム」を活用した講座の様子を紹介します。ファシリテーター養成講座を修了した方が，県内各地域で活躍しています。
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/model/katei/kateikyouiku.htm
　
【情報提供】

· 事例・学習プログラムの紹介

当センターでは，参考になる事業や学習プログラムをテーマや社会教育施設
に分けてホームページで御紹介しています。
広島市南区内公民館ネットワーク「団塊世代の地域デビュー事業」

　　このネットワーク事業は，仁保，青崎，段原，大河，楠那，宇品，似島の区内７つの公民館職員で構成したプロジェクトチームを立ち上げ，「中高年のための地域デビュープロジェクト」として取り組まれました。
　　中高年の方々が公民館活動に関心を持ち，参加できるよう，様々な趣向を凝らして事業を実施し，区の地域課題の解決に向け，公民館のネットワークを活かして，各公民館が連携・協働し事業を展開しました。

　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/sien/jissenn/jirei%20genkou/siminnseikatu/jirei%20dannkai%20niho/jirei%20niho%20dankai.htm
　
★視聴覚教材の貸出し（受付：℡：082-248-8848）

○１回の申込みにつき５本まで，10日以内，無料で借りることができます。

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/riyou/shichoukaku/shichoukaku.htm
■リンク集（広島県教育委員会関連，県立施設，文部科学省関連）■
【広島県教育委員会関連】

★広島県教育委員会
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/hotline/index.html
★講座，イベント情報は，県内の学習情報を幅広く載せた，「ひろしま　まなびネット」（広島県生涯学習情報提供システム）を御覧ください。
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/
【広島県立施設】
★広島県立図書館（℡：082-241-2299）

http://www.hplibra.pref.hiroshima.jp/index.htm
　
「おはなし会」

　　＜１月８日（土）・１月22日（土）11:00～11:40＞
　　　図書館員やおはなしボランティアが，幼児・児童を対象とした児童資料の読み聞かせ・紹介，ストーリーテリング，ブックトークなどを行います。

　　　子どもだけでなく，子どもの読書に関心のある方はどなたでも参加でき

ます。

· 申込み不要・無料

資料展示「古代のたたら製鉄」

　　＜１月５日（水）～２月20日（日）＞

中国山地の「たたら製鉄」について，関連資料を展示・紹介します。県立歴史民俗資料館との連携展示です。

· 申込み不要・無料

★広島県立福山少年自然の家(℡：084-935-7166)
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/gakusyu/fukuyama/index.html
「平成22年度主催事業の実施について」
　　小学校３年生から中学生までを対象とした自然科学教室などの自然体験活動をNPO法人自然体験活動推進協議会の企画・運営により，年間８事業実施します。

　　事業内容及び参加者の募集等については，既に学校等を通じてリーフレットを配布しています。詳細は，ホームページにも掲載しています。

　　是非，御参加ください。

「意欲を育む体験活動推進事業『里山夢体験』の募集について」

　＜１月21日（金）～１月23日（日）２泊３日＞

「人や自然とのふれあいなど様々な体験を通して，今の生活をふりかえり，自分を見つめ，将来への希望や夢をつかもう！」をテーマに，悩みを抱える児童生徒が自立した人間として成長するよう，宿泊を伴う共同生活による体験活動を提供することで，意欲を育み，自主性や主体性を培うための支援を行う不登校児童生徒対象の宿泊体験活動です。

主　　催：広島県立福山少年自然の家（広島県教育委員会）
対 象 者：県内の小・中学校で不登校及び不登校傾向にある小学校１

年生から中学生までの児童生徒25人程度
※原則として保護者同伴
場　　所：広島県立福山少年自然の家
申 込 み：広島県立福山少年自然の家へ直接応募してください。
　　　　 （申込書を御請求ください。）

問合せ先：〒720-0542
　　　　　広島県福山市金江町藁江619-2

　　　　　広島県立福山少年自然の家
　　　　　電話（084）935-7166・ファクシミリ（084）935-7179

· 縮景園（℡：082-221-3620）　　
http://shukkeien.jp/sitemap.php
大福茶会

　＜１月16日（日）10:00～15:00＞（茶会受付終了）
内　　容：大福（おおぶく）茶は，薄茶の中に梅干・黒豆・山椒の実を入れたもので，縁起の良いお茶として，新年によく飲まれます。担当の上田宗箇流直心会（じきしんかい）による凛々しい男手前も見応えがあります。
　　　　　この茶会は，昭和41年から始まり，今回で46回目です。

場　　所：清風館

主　　催：縮景園

上田宗箇流直心会

　　茶　　券：1,200円

入 園 料：一般250円，高・大学生150円，小・中学生100円

ただし，満20歳以上の引率者が同伴して入園される小・中・高校生の入園料は無料です。
★広島県立美術館（℡：082-221-6246）
http://www1.hpam-unet.ocn.ne.jp/
特別展

「ポーランドの至宝－レンブラントと珠玉の王室コレクション－」

＜12月15日（水）～１月12日（水）会期中無休＞

　　本展では，ポーランドの首都ワルシャワのシンボルであるワルシャワ王宮と歴代国王の居城であった旧都クラクフの王宮ヴァヴェル城の全面的な協力のもと，絵画，工芸，彫刻などを，さらに国立美術館のコレクションから選りすぐった19世紀のポーランド絵画を御紹介します。
　　また，コペルニクス，ショパン，キュリー夫人に関連する作品・資料も展示し，ポーランドの文化の奥深さを感じていただける展示です。

「第57回日本伝統工芸展」

＜１月19日（水）～２月６日（日）＞

　日本の工芸技術は特有の気候風土の中から生まれ，長い年月をかけて育まれ磨かれてきました。本展では，優れた伝統を受け継ぐ陶芸・染織・漆芸・金工・木竹工・人形・諸工芸を人間国宝から新進気鋭の若手まで日本を代表する作家の作品326点で紹介します。なお，広島県内からは９名の作家の作品が入選しています。

　所蔵作品展
彫刻展示スペース　

「彫刻家　小平胖可（こだいらゆたか）」

　　＜10月26日（火）～１月30日（日）＞
長年，身体像に取り組み続けた小平胖可（1944-2003）。広島では30年にわたり，後進の育成にも尽力しました。代表作《カイツブリの郷岸》を含む約10作品を御紹介します。
第１室　　　

　　「マン・レイとマルセル・デュシャン」

　　＜10月26日（火）～１月30日（日）＞
‘美術’の概念を大きく変革したデュシャンとその親しい友人であったマン・レイ。二人の‘ふざけあい’にも見える創作行為の跡を写真で追います。
第２室　

「没後60年　日本の印象派・南薫造の軌跡」

　　＜10月26日（火）～１月30日（日）＞

　　　自然の美を描き続けた安浦町出身の画家・南薫造の没後60年にあたり，約半世紀に及ぶ画業の全貌を，風景画を中心に回顧します。
第３室　

「ふるさとを描く」

＜12月７日（火）～１月23日（日）＞

生まれ故郷は特別な場所。絵にもそれぞれ特別の思いが込められているはずです。日本画家はどんなふるさとを描いたでしょうか。
第４室　　

　　「漆芸家・六角紫水とのその時代」

　　＜10月19日（火）～１月23日（日）＞

　　　六角紫水と，交流があった人々や同時代の芸術家たちの作品を通して，紫水の生きた明治から昭和という時代を垣間見たいと思います。
★（財）広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査室（℡：082-295-5751）

http://www.harc.or.jp/
「中国横断自動車道尾道松江線建設事業に係る備北地域埋蔵文化財発掘調査報告会」

＜２月26日(土)13：00～16：00＞

　　　会　　場：広島県立歴史民俗資料館研修室　

　　　　　　　　三次市小田幸町122

【報告する遺跡】

①只野原３号遺跡（第２次）　

旧石器～縄文時代の包含地，弥生～古墳時代の集落跡。

全国最古段階の旧石器を発見。

②半戸１号遺跡

　　　縄文時代の落とし穴を11基発見。

③石谷２号遺跡（第２次）

尾根丘陵上に4列に並んだ縄文時代の落とし穴37基を発見。

④海田原第24～27号古墳

　　　　４基の円墳を検出。　

※出土遺物も一部展示します。

※事前申込み不要，参加費無料。

（資料館展示の観覧には別に料金が必要です。）

　　
★広島県立みよし風土記の丘・広島県立歴史民俗資料館（℡：0824-66-2881）
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekimin/index.html
　　
　第２回歴風トーク「江の川の瀬と渕　百選」

＜１月23日（日）14:00～16:00＞
　　　江の川の瀬の渕の中から100箇所を選定し，その特徴や人々の暮らしとの関わりなどについて紹介します。
　　　講　　師：田邊　英男（広島県立歴史民俗資料館　主任学芸員）

※当日受付・参加費無料
歴史民俗展示「ちょっとなつかしい玩具たち－わらべの時間－」
　　＜１月14日（金）～３月27日（日）＞

　　　日本の高度経済成長の中，それまでの木や土や紙といった素材で作られた玩具が捨てられ，子どもたちの遊びが大きく変化する以前の玩具を中心に展示します。

展示解説会

歴史民俗展示「ちょっとなつかしい玩具たち－わらべの時間－」

　　＜１月16日（日）・１月23日（日）13:00～14:00＞

冬の展示会「ちょっとなつかしい道具たち－明かり，暖房，娯楽－」
　　＜１月28日（金）～３月21日（月）＞

　　　近代から現代の道具を，戦前・戦後の２つの時代に分け，照明器具，暖房器具，ラジオ・テレビなどの娯楽器具を展示し，道具の発達やその歴史を紹介します。

展示解説会

冬の展示会「ちょっとなつかしい道具たち－明かり，暖房，娯楽－」

　　＜１月30日（日）13:00～14:00＞

★広島県立歴史博物館（℡：084-931-2513）
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekishih/index.html
　

　企画展示室

　　冬の展示（部門展）
　　「写真で見るふるさとの鉄道－昭和30年代の鉄道－」

　　＜12月17日（金）～１月23日（日）＞　

　　　人やものを運び，社会の中で大きな役割を果たしている鉄道。今回，昭和30年代のふるさとの鉄道を写真で紹介します。
　　　この時代，蒸気機関車が活躍するとともに，山陽本線では電化が進みました。「かもめ」・「つばめ」・「安芸」・「ちどり」など，遠方を結ぶ特急・急行・準急も多く走っていました。
　　　また，当時の電化製品や雑誌などを合わせて展示します。蒸気機関車・気動車・電車や，駅・沿線風景とともに，ちょっと昔のふるさとの景色や暮らしぶりも御覧ください。

※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上
　

部門展関連行事

「展示解説会」
　　＜１月16日（日）13:30～14:30＞

　　　テ － マ：部門展「写真で見るふるさとの鉄道－昭和30年代の鉄道－」から
　　　講　　師：下津間　康夫（広島県立歴史博物館主任学芸員）

※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上

「こども博物館あそびの教室－鉄道模型大運転会－」

　　＜１月８日（土）13:00～16:30・１月９日（日）10:00～16:30・

１月10日（月・祝）10:00～15:00＞

　　　内　　容：模型で駅やレールなどの鉄道施設を設置し，様々な列車を走らせます。
※通常の入館料が必要です。参加自由。　

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上

協力：鉄道友の会中国支部　模型部会九官鳥
「こども博物館あそびの教室－鉄道模型運転競技会－」

　　＜１月９日（日）・１月10日（月・祝）14:00～15:00＞

　　　内　　容：コントローラーで走らせる列車を，どれだけ正確に停止させられるかを競います。

※通常の入館料が必要です。小・中・高校生対象（定員20名）。

　　12月中旬から参加者募集します。

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上

協力：鉄道友の会中国支部　模型部会九官鳥

通史展示室

平成22年度スポット展示

「三原城城壁文書」
　　＜11月26日（金）～１月27日（木）＞

　　　三原城の壁に貼られていた文章である「三原城城壁文書」の中から，毛利輝元の直筆書状などを紹介します。　　

　　※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上

スポット展示解説会
　　＜１月23日（日）13：30～14：30＞

テ － マ：スポット展示「三原城城壁文書」から

　　　講　　師：清原　浩美（広島県立歴史博物館職員）

※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上
平成22年度スポット展示

「中世からつながる漁具の系譜

－広島県立歴史民俗資料館所蔵江の川の漁具－」
　　＜１月28日（金）～３月31日（木）＞

　　　江の川の自然と歴史的風土のなかで形成された近代の江の川の漁撈文化を端的に示す魚網や錘，モリやヤスなど代表的な漁撈用具と中世の草戸千軒町遺跡から出土した中世民衆の使った漁撈用具を対比して展示し，その類似点や相違点を時代や地域の環境の違いなどから紹介します。　　

　　※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上

講堂

考古学公開講演会
　　＜１月15日（土）14：00～15：30＞

演　　題：「竹佐中原遺跡と日本の旧石器文化」　　

　　　講　　師：鶴田　典昭（（財）長野県文化振興事業団長野県埋蔵文化財センター主任調査研究員）
※聴講無料
　
· 広島県立総合体育館（℡：082-228-1111)
http://sports-hiroshima.jp/01_hpsc/information.shtml
★広島県立文書館(℡：082-245-8444)

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/soumu/bunsyo/monjokan/index.htm
収蔵文書の紹介展示「広島藩における民衆教化と孝子奇特者褒賞

　　　　　　　　　　－『芸備孝義伝』と『教訓道しるべ』－」

　＜１月５日（水）～３月18日（金）8：30～17：15＞月曜日～金曜日
　　場　　所：広島県立文書館展示室　　

　　内　　容：江戸時代，広島藩では庶民への道徳を説くため様々な施策を行いました。領内の孝義者を紹介する『芸備孝義伝』や，庶民が身に付けるべき道徳を平易に記した『教訓道しるべ』などの書物も作られました。この展示では，これらの書物のほか，孝子奇特者への褒賞に関する文書を展示します。
【文部科学省関連】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
★文部科学省
http://www.mext.go.jp/
　
· 国立教育政策研究所社会教育実践研究センター

http://www.nier.go.jp/jissen/index.htm
· 国立三瓶青少年交流の家 
http://sanbe.niye.go.jp/
子どもゆめ基金オープンドリーム事業
趣旨：園児や児童が，家族と共に歩くスキー等の三瓶雪体験を行うことで親子の絆を深めます。

＜１月15日(土)・１月16日（日）＞
＜１月29日(土)・１月30日（日）＞

　歩くスキーを楽しもう！inさんべ

　定員：80名

＜２月５日(土)・２月６日（日）＞

　雪そり大会を楽しもう！inさんべ

　定員：100名

＜２月12日(土)・２月13日（日）＞

　ダイナミック！！雪そり大会inさんべ

　定員：100名

共催事業（主催　島根県スキー連盟）
　趣旨：家族や仲間で気軽に楽しめる「歩くスキー」（スキーツアー）を体験し，冬の自然に親しみながら，健康づくりをめざします。
＜１月22日(土)・１月23日（日）＞

　　　歩くスキーフェスティバル
　　　Ａコース：東の原往復10㎞or東の原片道５㎞
　　　Ｂコース：タイムに挑戦！2.5㎞or５㎞
　　　定員：80名

　　　　　※Ａ・Ｂの選択活動になります。
　研修支援関連事業

　　趣旨：家族に四季の三瓶での活動プログラムの情報提供をすることで，家族の絆を深めることや基本的な生活習慣を確立するきっかけづくりを行います。
＜２月19日(土)・２月20日（日）＞

　　　さんべミニ冬まつり

　　　①歩くスキーコース

　　　②和かんじき・スノーシューコース

　　　③学生ボランティアお楽しみ企画

　　　定員：100名

　　　　　※この３つの中から選択活動になります。

＜３月19日(土)・３月20日（日）＞

　　　四季の三瓶を楽しもう！パッケージプログラム（冬）
　　　　冬に向けて，わくわくするようなイベントをたくさん計画中です。

　　　詳細はホームページに順次掲載予定です。是非，冬の三瓶を満喫しにお越しください。

　　　定員：50名
· 国立江田島青少年交流の家 
http://etajima.niye.go.jp/
· 国立吉備青少年自然の家　
http://kibi.niye.go.jp/
子どもゆめ基金オープンドリーム事業

「吉備の森宇宙クラブ」－きびの森から冬の夜空をみあげてみませんか－
＜１月15日（土）＞

　「月と木星をみよう！！」

＜１月29日（土）＞

　「冬の星座（オリオン座）をみよう！！」

＜２月５日（土）＞

　「木星と冬の星座（オリオン座）をみよう！！」

＜２月26日（土）＞

　「木星と冬の星座（オリオン座）をみよう！！」

日　　程：各回共通
　　　　　17：35～　　　　夕食（希望者）

　　　　　18：00～　　　　受付

　　　　　18：30　　　　　開会式

　　　　　19：00～20：30　天体観測
※日帰りの方は解散，宿泊の方は朝食後解散となります。

　　　　　　　　　※荒天等で天体観測が実施できない場合，スライド視聴や天体のお話，クラフト等を行います。

　　　　　ツリーイング，カッター，火起こし体験（ツイストケーキ），クラフト
会　　場：国立吉備青少年自然の家　天体観測棟
対　　象：幼児，小学生とその家族
　　募集人員：各回親子15組程度
※応募者多数の場合は先着順となります。
参加費：日帰り150円（保険料）
※夕食，宿泊を希望は別途実費が必要となります。

　　　　詳しくは開催要項を御覧ください。
　　　　宿泊場所は，相部屋となります。
締切り：１月７日（金）

各回とも定員になり次第募集を終了させていただきます。

申込方法：参加希望者は，参加申込書（ホームページからダウンロード）に必要事項を記入し，90円切手を貼った返信用封筒（宛名明記）を同封の上，郵送にてお申し込みください。ただし，先着順ですので，空き状況をお問合せの上，お申し込みください。

「野外教育フェスタ」－指導者のための仲間づくり研修会－

＜２月11日（金）～２月13日（日）＞

日　　程：－入門編－（基本事項に重点を置いたコース）
　　　　　2/11（金）オリエンテーション，ウォームアップ，
　　　　　　　　　　学びの環境作り

　　　　　2/12（土）課題解決型の活動，情報交換会
　　　　　2/13（日）理論について，まとめ
　　　　　－ステップアップ編－（応用に重点を置いたコース）
　　　　2/11（金）オリエンテーション，ウォームアップ，
　　　　　　　　　ニーズアセスメント，学びの環境作り

　　　　2/12（土）実践事例の紹介，実践事例の体験，

情報交換会

2/13（日）現場での活かし方についてのグループ討議，まとめ

会　　場：国立吉備青少年自然の家

講　　師：ＰＡＪ（プロジェクトアドベンチャージャパン）
トレーナー　杉村　厚子　　門田　卓史

対　　象：教員，青少年教育施設職員，体験活動指導者，
　　　　　青少年団体関係者，施設ボランティア，学生等

　　募集人員：40名（先着順）
　入門編15名　　ステップアップ編25名
参加費：4,100円（食事代，シーツ等洗濯料，保険代）

　　　　情報交換会費は，別途500円を御用意願います。
締切り：１月20日（木）
申込方法：参加希望者は，所定の申込書（ホームページからダウン
ロード）で，郵送，ファクシミリ又は電子メールでお申し込みください。
申込み・問合せ先
　　　　　　独立行政法人国立青少年教育振興機構

国立吉備青少年自然の家　
子どもゆめ基金オープンドリーム事業

　　　　　　〒716-1241　岡山県加賀郡吉備中央町吉川4393-82

　　　　　　電話　　　　　0866-56-7232

ファクシミリ　0866-56-7235

　　　　　　電子メール　　kibi-senmon@niye.go.jp
詳しくは開催要項を御覧ください。

· 国立山口徳地青少年自然の家　
http://tokuji.niye.go.jp/
｢星をみる会－徳地の夜空は満天の星－｣
＜１月８日(土)，１月22日（土） 19:00～＞

　主な観測内容：木星，星雲・星団

街明かりの少ない立地・自然条件を活かし，御家族やグループの皆様に夜空に輝く星々の美しさを感じていただく天体観察会を行っています。

当施設が有する山口県下最大の天体望遠鏡（反射鏡510㎜）を活用し，宇宙の神秘や魅力に迫ります。

いずれの回も，荒天の場合は室内で「星の話」等を行います。

· 無料

｢森の手作り教室｣

＜１月17日(月)・１月18日(火) 10:00～＞

竹を使ったうさぎのおひな様，エコテープを使ったおひな様を作ります。
· 要申込み・参加費1,000円（食費を含む）

｢石風呂体験会｣

＜１月７日(金)・１月30日（日）13:00～＞

その昔，焼失した東大寺大仏殿の再建に徳地の材木が使われました。その指揮にあたった俊乗房重源（しゅんじょうぼうちょうげん）は，材木切り出しに従事した人々の疲れを癒すため，石風呂を作ったと伝えられています。

石風呂は現代でいうサウナのようなもので，当施設では，ドーム状の石風呂を再現し多くの利用者に体験していただいています。

· 要申込み・参加費100円
｢徳地サイエンスアドベンチャー｣
＜２月５日(土)10:00～＞
主に小学生児童とその保護者を対象に，“自然”の中で“科学”をテーマに様々な体験活動を提供する企画を年４回実施しており，今回は最終回となります。
今回は「飛べ！紙ヒコーキ教室」と題し，約50㎝の大型紙飛行機を作成し，大空へ飛ばす予定です。
· 要申込み（募集締切り：１月21日（金））

· 参加費：昼食代，教材費
★放送大学　
http://www.u-air.ac.jp
■編集後記■
明けましておめでとうございます。
　今年は「卯年」，飛躍の年です。この４月には当センターが現在の場所に移転して３年目に入りますので，ホップ・ステップに続くジャンプの年にしたいと思います。
　昨年10月に，新しい県総合計画である「ひろしま未来チャレンジビジョン」が策定されました。「人づくり」「新たな経済成長」「安心な暮らしづくり」「豊かな地域づくり」の４つの挑戦が柱になっており，生涯学習・社会教育が担う役割も多いと思います。
　その中で私が提案したいのが「県民みんなでおもてなし運動」です。「新たな経済成長」の取組の方向にある「国内外からの観光客誘致」への対応にもなりますが，その他の事項にも有効であると考えています。
　この「県民みんなでおもてなし運動」を進めていく上では，知識・技術の習得も大事ですが，最も大事なのが他者を気遣う心だと思います。しかしながら，歴史・文化・風土・社会環境等により培われてきた県民性もあるのでしょうか，広島県民は総じて冷たいというのが私の印象です。
　例として適当かどうかわかりませんが，私がとても気になっているのが，新しい広島市民球場のことです。相手チームの投手がイニング途中で降板するとき，オフコースの「さよなら」が流れます。カープを応援するということの一環なのでしょうが，応援の仕方としてはどうでしょうか。球場には修学旅行生を含めいろいろな人が観戦に来ていますし，テレビやラジオで観戦している人も多くいます。カープファンだけでなくみんなが楽しめるような応援の仕方を工夫してほしいと思います。
　話が少しそれましたが，国内外から広島を訪れる人に応対できるよう，社会教育や学校教育等のいろいろな場で心を磨き，知識・技術を学ぶ機会の充実に努めてはどうかと思います。特に心を磨くことにより，日常の生活の中でも他者を気遣うようになり，「広島に生まれ，育ち，住み，働いて良かった」と思える広島県の実現にもつながるのではないでしょうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤　浩司　
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